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研究成果の概要（和文）：うなずきや身振りなどの身体的引き込みをロボットやCGキャラクタのメディアに導入
することで一体感が実感できる身体的コミュニケーション技術と、メディアの場にはたらきかけることで場を盛
り上げる身体性メディア場の生成・制御技術に基づいて、発話音声からコミュニケーションの引き込み動作を自
動生成する【音声駆動型身体的引き込み技術】、身体動作に連動して直接動作する【身体連動型身体的引き込み
技術】、タイピングからコミュニケーションの引き込み動作を自動生成する【タイピング駆動型身体的引き込み
技術】を開発し、感情移入インタフェースの基盤を構築した。

研究成果の概要（英文）：Based on the embodied communication technology capable of realizing a sense 
of unity through introduction of  entrainment such as nodding and gestures into media of robots and 
CG characters, and the generation and control technology of embodied media that promotes embodied 
interaction, we have develop the speech-driven embodied entrainment technology that automatically 
generates communicative  entrained motions by speech input, the body-linked type embodied 
entrainment technology  that operates directly in conjunction with body movements, and the 
typing-driven embodied entrainment technology that automatically generates communicative  entrained 
motions from the rhythm of typing, and have built the foundation of empathy interface.

研究分野： ヒューマンインタフェース
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１．研究開始当初の背景 
著者は、うなずきや身振りなどの身体的リ

ズムの引き込みをロボットや CG キャラクタ
のメディアに導入し、発話音声から豊かなコ
ミュニケーション動作を自動生成すること
で、対話者相互の身体性を共有してコミュニ
ケーションを支援する身体的コミュニケー
ションシステムのプロトタイプを開発し、引
き込みに基づく身体的コミュニケーション
システムの有効性を実証してきた。この身体
的引き込みによる一体感や共有感は、理解に
基づいた共感ではなく、情動共有に基づいた
感情移入であり、情報システムを介して人を
つなぐヒューマンインタフェースの要であ
る。しかしこれらのシステム技術は、定常的
な静音環境下では有効であるが、生活音環境
下では本来の機能を発揮できず、汎用的なシ
ステム・技術の可能性が極めて高いにも拘わ
らず、実用化は限定されていた。 
 

２．研究の目的 
本研究では、公衆雑音ロバストで汎用的な

システム・技術に展開するために、入力イン
タフェースを音声駆動型から身体連動型、タ
イピング駆動型へと併用拡張し、うなずきや
身振りなどの身体的引き込みをロボットや
CG キャラクタのメディアに導入することで
一体感が実感できる身体的コミュニケーシ
ョン技術と、メディア場にはたらきかけるこ
とによって場を盛り上げる身体性メディア
場の生成・制御技術の身体的引き込み技術を
開発展開・統合して、生活基盤システム・環
境としての感情移入インタフェースの基盤
を構築することを目的とする。 
 
３．研究の方法 
身体的引き込みにより身体を介してかか

わることで、情動共有に基づく感情移入の思
いが共有される実感を伴うシステム・技術を
研究開発する。そのために、著者らがこれま
でに開発してきた「身体的コミュニケーショ
ンの合成的解析・理解のための身体的バーチ
ャルコミュニケーションシステム」、「コミュ
ニケーション支援のための音声に基づく身
体的インタラクションシステム」、「コミュニ
ケーション場の生成・制御のための集団イン
タラクション・コミュニケーションシステ
ム」を基に、身体のかかわり方に応じて【音
声駆動型身体的引き込み技術】、【身体連動型
身体的引き込み技術】、【タイピング駆動型身
体的引き込み技術】として開発応用展開して、
感情移入インタフェースの基盤を構築する。 
 

４．研究成果 
平成２６年度 
アバタコミュニケーションを支援する音声
駆動型身体的引き込み影システム 
アバタを介したコミュニケーションを支

援するインタフェースとして、身体と非分離
な関係である影を用いたインタラクション
支援システムを開発している。本システムは、
引き込み反応の典型であるうなずき反応を
アバタの影に重畳合成することで、実体であ
るアバタのうなずきを想起させ、自他非分離
なかかわりの場を創出する。また、開発した
システムを用いて日常会話を想定したコミ
ュニケーション実験を行い、開発したシステ
ムの有効性を示している。 
微笑みと視線モデルを適用した音声駆動型
身体的引き込みキャラクタシステム 
コミュニケーション実験により対面コミ

ュニケーション時における人間の視線行動
を解析し、その解析結果に基づいて、発話音
声から豊かな視線や表情を生成する視線モ
デルと微笑みモデルを提案している。これら
のモデルを音声駆動型身体引き込みキャラ
クタに適用し、従来のうなずきや身体動作に
加え、視線や表情等の豊かなノンバーバル情
報を表現できる音声駆動型身体的引き込み
キャラクタシステムを開発している。コミュ
ニケーション実験を行い、官能評価により開
発したシステムの有効性を示している。 
音声駆動型身体的引き込みキャラクタを用
いたボイスメッセンジャーシステム 
留守番電話や電子メールなどのリアルタ

イム性を必要としない非同期システムに身
体的引き込み反応や情動表現を導入するこ
とを想定して、音声入力またはテキスト入力
からキャラクタの動作を発話音声のタイミ
ングに同期させる手法を提案し、提案手法を
適用した音声駆動型身体的引き込みキャラ
クタを用いたボイスメッセンジャーシステ
ムを開発している。さらに、本システムを動
画視聴による実験で評価し、提案手法および
システムの有効性を示している。 
 
平成２７年度 
うなずきを誘発する音声駆動型身体引き込
みアバタ影システム 
対話者の身体的情報を反映した仮想空間

内のアバタの影にうなずき反応を重畳合成
したインタラクション支援システムを開発
している。アバタの影にうなずき反応を提示
することにより、対話者に実体であるアバタ
のうなずきを想起させ、インタラクションに
影響を与えることができる。本システムを用



いたコミュニケーション実験を行い、官能評
価結果・インタラクション特性解析結果より
システムの有効性を示している。 
音声駆動型身体引き込みキャラクタの動
作・情動表現提示タイミング 
リアルタイム性を必要としない遠隔コミ

ュニケーションにおいて、ユーザの思いをよ
り分かりやすく相手に伝えるという観点か
ら、CG キャラクタやアバタの発話に対する動
作タイミングに着目し、キャラクタの身体動
作、および直感的な提示方法であるシンボル
表現の好ましい提示タイミングを動画視聴
による評価実験で検証している。さらに評価
結果に基づいて提示タイミングを再考し、思
いをより豊かに表現するボイスメッセンジ
ャーシステムを開発している。 
発話感情表現に基づき反応動作を行う身体
引き込みキャラクタシステム 
使用者の発話内容に着目し、音声駆動型身

体的引き込みキャラクタ InterActor に音声
認識機能を導入し、音声認識により得られた
発話文をもとに使用者の感情を推定すると
ともに、推定結果に基づき反応動作を付与さ
せた身体引き込みキャラクタシステムを開
発している。さらに、本システムを用いたコ
ミュニケーション実験を行い、開発したシス
テムの有効性を示している。 
本研究成果の一部は、IEEE RO-MAN2015 に

お い て 、 KAZUO TANIE AWARD 及 び Best 
Interactive Presentation Award を受賞した。 
 
平成２８年度 
【音声駆動型身体的引き込み技術】「音声駆
動型身体引き込みキャラクタのうなずき動
作に伴う音声相槌に関する研究」 
CG キャラクタとの対話において、入力音声

を基に自動生成されたうなずき動作に、音声
相槌を付加したインタラクション支援シス
テムを開発した。音声相槌のタイミング推定
にうなずき反応モデルを用いることで、発話
リズムに沿った相槌を打つことができ、うな
ずき動作により音声応答遅延を感じさせな
い効果が示めされるなど、より自然で円滑な
コミュニケーションを行うことができる。 
【身体連動型身体的引き込み技術】「うなず
き反応の体感提示に基づく関心度向上に関
する研究」 
うなずき反応の体感提示によって動画視

聴者に与える動画内容への関心度の影響に
ついて検証している。音声情報から自動生成
されたうなずき反応をユーザに体感提示す
る音声駆動型身体的引き込みチェアシステ
ムを用いて、提示タイミングの異なる新たな

動作モードを加え、うなずき提示のタイミン
グの違いによってユーザに与える関心度へ
の影響について検討した。本システムを用い
て関心を持ち辛い内容である動画を視聴す
る実験を行い、官能評価結果よりシステムの
有効性を示した。 
【タイピング駆動型身体的引き込み技術】
「タイピング駆動型身体引き込みキャラク
タのテキスト・情動表現提示に関する研究」 
タイピング駆動型身体的引き込みキャラ

クタチャットシステム InterChat における
情動表現提示に着目し、テキストと情動表現
との間にずれが生じていた従来のシステム
に加え、情動表現をテキストの表示に合わせ
て即時表示するシステムを開発した。さらに
コミュニケーション実験を行い、開発したシ
ステムの有効性を示すとともに、InterChat
における好ましいテキストと情動表現の提
示手法を検証した。 
 
平成２９年度 
うなずきや身振りなどの身体的引き込み

をロボットや CG キャラクタのメディアに導
入することで一体感が実感できる身体的コ
ミュニケーション技術と、メディアの場には
たらきかけることで場を盛り上げる身体性
メディア場の生成・制御技術を基盤に、感情
移入インタフェースのシステム・技術として、
発話音声からコミュニケーションの引き込
み動作を自動生成する【音声駆動型身体的引
き込み技術】、身体動作に連動して直接動作
する【身体連動型身体的引き込み技術】、タ
イピングと入力テキストに基づいてキャラ
クタのコミュニケーション動作を自動生成
する【タイピング駆動型身体的引き込み技
術】を開発展開した。とくに、【音声駆動型
身体的引き込み技術】「身体引き込み観客キ
ャラクタを用いた没入型講演体験システム」
として、場を強めるだけでなく、場の生成・
制御の観点から講演を模した仮想空間上で
講演者の視点から発話や場面転換、視線に基
づく観客キャラクタとの多様なインタラク
ションを生成し、講演体験を支援する没入型
講演体験型システムを開発し、官能評価及び
講演者のインタラクション行動特性解析に
よりシステムの有効性を示した。また「緩動
作の傾聴表現を生成するうなずきロボット
システム」として、和む動物型コミュニケー
ションロボットの頭部動作の表現力に着目
し、頭部前後移動機構と顔追従機構により緩
やかに頭部を話者に近づけて傾聴動作をす
るロボットを開発し、よりロボットと楽しく
かかわることを示した。これまでのシステム



開発評価とともに、これらのシステム・技術
を統合して開発展開・解析・評価することで、
身体的引き込みにより幸せな気持ちになる
のを支援する生活基盤システム・技術として
感情移入インタフェースの基盤を構築した。 
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